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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：C - 11  

部門 
校内研修部門 

学校名・氏名 
 
大田原市立大田原小学校・黒田 充 

活動名 
プログラミング教育研修 
研究コアグループによる職員研修会の充実 

課題の設定： 

 新学習指導要領から実施される「プログラミング教育」。教師自身が「プログラミング」の経験や学習を受けた経
験が少ない。職員の研修を充実させ「プログラミング教育」を 2020年にスタートできるよう課題を設定した。 
 ①プログラミング教育の理解  ②プログラミングをどのように教科の中で活用していくか。 
 ③「プログラミング思考」とは何か。  ④プログラミング教育を実施するために必要な学習環境はどうあるべき
か。 

方針・計画：※課題を解決するために仮説を立てて、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

 知識や技術を持ち合わせていないので、有識者に協力をいただくことが課題解決の糸口だと考え、研修先を
精選する。また、プログラミング教育検証のためのコアチームを結成し、校内研修の充実を図った。 
  ・特定非営利活動法人みんなのコード プログラミング教育指導者養成塾への参加 
 ・茨城県教育工学研究会 D-project茨城 月例研修会への参加 
 ・視聴覚教育総合全国大会・放送教育研究全国大会 等への参加  ※＜主な研修先＞ 

活動内容：※方針・計画に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

①研修会の精選  ②研修会内容の紹介・参加者の募集   ③研修会参加   
④研修会報告会・ミニ研修会  ⑤授業実践（校内公開）  ⑥授業のリフレクション 
⑦実践の蓄積  ⑧カリキュラム作成 
 検証チームが中心に活動するが、随時参加募集をかけ積極的に「プログラミング教育」に関わってもらう。 
資料や研修した内容をその都度全体に周知し、機会をうかがってミニ研修会も実施する。 

活動の成果： ※課題や目標に対し、どんな影響、変化あったか、職員や参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

①プログラミング学習には、「アンプラグド学習」「ビジュアルプログラミング学習」「フィジカルコンピューティング」など
の手法があり、イメージしていたよりハードルが下がった。 
②教科単元ごとに、プログラミングの種類の相性を知り、新学習指導要領で示している算数や理科以外にも有
効に活用する場面を見つけることができた。 
③『自分の意図した指示を対象に与えるために、順序や手段を考える力』『自分の作りだしたもの（成果物）
に対して、根拠をもって説明できる力』と大まかに捉え、教科のめあてを達成するための手法として扱うことで、
様々な場面で活用できた。 
④ペア学習やグループ学習で使用するには、本校はハード面で整っているが、使う側のソフト面で不十分なこと
が分かった。情報スキルや情報リテラシーの見直しを行い、6年間のリテラシー達成表を完成させた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度の箇条書きしてください 

・研究・検証グループを設置 
・研修会参加後、研修報告会・ミニ研修会 
・検証授業の授業公開 
・コンピュータサイエンス週間の設置（全児童・全教員のプログラミング学習、プログラミング体験ウィーク） 

＜写真、図表添付欄＞ 

コンピュータサイエンス週間実施                         研修会への参加 

（みんなのコード 代表利根川 氏を迎えて）              内田洋行・みんなのコード     

 

 

 

 

 

 

 

 「翔泳社」さんを迎えての、プログラミング研修会       検証グループによる、現職教育 

 

 

 

 

 

 

 

 情報リテラシー系統表                         プログラミング教育コアカリキュラム 

〇研修実践の結果 

 学びの場.com（https://www.manabinoba.com/class_reports/016069.html） 

 プロカリ （https://procurri.jp/2018/07/03/artecrobo/）  等に掲載 

 

https://www.manabinoba.com/class_reports/016069.html
https://procurri.jp/2018/07/03/artecrobo/



